
中学生用案内 

                 

課程 
学科名 
コース名 

設置年度 
令和２年度生徒 

1 年 2 年 3 年 

全日制 普通科 明治 34 年 94 名 121 名 136 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課程 全日制 学科 普通科 募集定員 16 名 

推薦基準 

次の１～４の条件を満たした上で、５の条件に該当する者 

１ 本校の教育を受けるに足る能力・適性を持つ者 

２ 人物に優れ、基本的生活習慣が身に付いている者 

３ 志願理由が明確かつ適切で、意欲的な高校生活を送ることが期待される者 

４ 中学校３年間の出席日数が良好な者 

５ 野球（男）、サッカー(男)、剣道（男女）の競技において顕著な成績を収めた者 

  ただし、当該部活動での活動を義務づけるものではない 

なお、５は応募資格Ａに該当する 

※顕著な成績とは、団体及び個人種目において、次の（１）、（２）のいずれかの実績を持つ者
（ただし、野球、サッカーについては、いずれも中学２年または３年 

  の実績であること。また、団体種目においては登録メンバーであること。） 

（１）県大会団体 16 位以上の者 

    サッカー：ｉリーグ Div2 はブロック 4 位以上 

    野球：Ｋボール、リトルシニア大会含む 

校名     岩手県立遠野高等学校         

創立     明治 34 年 5 月 19 日  

開校記念日  5 月 19 日  

所在地    〒028-0525 

岩手県遠野市六日町 3 番 17 号  

Tel      職員室 (0198) 62-2824 

事務室 (0198) 62-2823  
Fax (0198) 62-2805  

ホームページ http://www2.iwate-ed.jp/ton-h/  

交通機関   JR東日本 遠野駅下車 徒歩15分 

校長名    三浦 立 

設置学科  

本校のめざす生徒像 

教育目標 
（本校は次のような人材の育成を目標として教育実践を行う）      

１ 豊かな知性と人間愛をもつ人 
２ 高い徳性と美を求める心をもつ人 
３ 強い体力と自主・自立の精神をもつ人 

目指す学校像と行動指針 

〈目指す学校像〉 
１ 生徒が輝く学校 
２ 満足度の高い学校                        
３ 地域と共に歩む学校 

〈行動指針〉 

１ 生徒：グローバルに考え、ローカルに行動し、未来を切り拓いて行く力を身につける。 
２ 教員：生徒の多様な能力の開発と伸長を追求し、自らも学び続け、資質の向上を図る。 

（R2.12.1 現在） 

令和３年度の入学者選抜方法について 

推薦入学者選抜 



 

一般選抜（県外枠） 募集定員 3 名   

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    剣道：個人の場合は県大会出場以上 

（２）県の選抜選手、強化選手または県トレーニングセンター(トレセン)に選ばれた者 

        サッカー：クラブユーストレセンは含まない 

サッカー部（男）は、県高体連強化拠点校の指定を受けています    

検査内容 

１ 面接 （１）一次（個人面接 ５分程度） 

（２）二次（個人面接 ５分程度） 

２ 作文 指示されたテーマについて、600 字程度で自分の考えをまとめる（40 分） 

選抜方法 

１ 調査書（100 点） 

「各教科の学習の記録」１・２・３年の評定の合計（135 点）を 100 点に圧縮 

２ 実績点（100 点） 

 調査書および志願理由書に記載されている実績 

３ 面接（50 点） 

４ 作文（50 点） 

＜合計 300 点＞ 

※ 合計点をもとに、総合的に判断して選抜する 

一次選考の有無 無 

課程 全日制 学科 普通科 定員 
160 名 

(推薦入学者を含む) 

 A B C 

各選考方法の割合 70 30  

学力検査と調査書面接等との割合 5：5 3：7 7：3 

小論文・作文、適性検査、傾斜配点の有無等 無 

1 学年 4 学級 

2 学年 
文系 (2 学級) 
理系 (2 学級) 

3 学年 
文系 I【文系４年制大学・文系短期大学】 (1 学級) 
文系 II【文系専門学校・就職】 (1 学級) 
理系【理系４年制大学・理系専門学校・医療系専門学校】 (2 学級) 

一般者選抜 

特色ある教育活動 

教育課程の特色 
 
適性・進路希望に応じ、学年進行のコース設定をしています。各コースではその特色を十分に発揮できる学

習内容に編成しています。 

学習活動等 
遠野高校では校内に Wi-Fi 環境を整え、生徒・教員が日々の授業や連絡などにスマートフォンなどを幅広

く活用しています。また、ICT の活用やアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善に取り組み、生徒の確
かな学力の育成を目指しています。 
「総合的な学習（探究）の時間」のなかで、市内外の団体の協力を得ながら、教員・生徒一丸となって「探

究活動」に取り組みます。自己のあり方や生き方を考えながら課題を発見し、解決に向けての道筋を探る中
で、思考力や判断力、主体性や協働性などの、これからの社会で求められる能力を身につけていきます。 

 
特別活動等 
ア 生徒会活動 

全国唯一の伝統行事「うさぎ狩り」、「鍋城祭」や「体育祭」等を実施し、全生徒の交流を図っています。 
イ 国際交流 
   毎年、さまざまな制度を活用し、韓国や台湾、アメリカなどへ多くの生徒が羽ばたいています。また、

海外の高校生を多数受け入れ交流を図り、異文化理解を深めています。 
ウ ボランティア、地域活動等 
   近隣の福祉施設ボランティア、清掃活動やお祭りへの参加を通し、地域の課題に向き合い、地域貢献活

動に積極的に取り組んで探究活動に活かしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学時に必要な金額 入学金 5,650 円 

入学時諸納金 17,000 円 

教科書代 
約 8,500 円 
（選択科目により異なります） 

体育着 16,400 円 

女子制服 
セット 52,500 円 
（希望者サマースカート 16,000、半袖ブラウス 3,800） 

内履きズック 3,400  円 

1 学年補助教材費等  ※１ 
男子 68,707 円 

女子 68,337 円 

2 学年補助教材費等  ※１   50,000       円 

3 学年補助教材費等  ※１   50,000～100,000  円 

授業料 
下記「公立高等学校就学支援金制度に関する県教育委員会からのお知らせ」をご
覧ください。 

諸会費 
(PTA 会費・生徒会費等) 

51,500 円(5,150 円×10 ヶ月) 

本校の生徒は素直で礼儀正しく、とても爽やかです。目標を持って前向きに取り組んでおり、校訓「修徳尚
武」の意味する文武両道を生徒と教職員が一丸となって実践しています。志を高く持ち、本校で自分を磨いて
みませんか。 

校長から一言 

諸経費の概要 令和２年度 

※１ 【補助教材費等】はあくまでも目安であり、コース及び選択科目また年度によって多少の差が生じま
す。いずれの学年も 3 分割納入可能です 

公立高等学校就学支援金制度に関する県教育委員会からのお知らせ 

（１） 平成 26年度から県立高校の授業料に高等学校就学支援金制度が導入されました。 
（２） この制度により、一定の所得未満の家庭の高校生は授業料の納付が不要となりました。 
（３） 一定の所得未満とは、保護者等の市町村民税の課税基本額×６％－調整控除額が 30万４，２００円未

満です。（年収目安約 910万円未満） 
（４） 手続き等については、入学手続き関係書類の送付と併せてお知らせする予定ですが、制度について詳

しくお知りになりたい方は、下記の文部科学省ホームページ「高等学校等就学支援金制度（新制度）に
ついて」をご覧ください。 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/mushouka/index.htm 

【参考】県立高校授業料・通信制受講料 
 全日制（月額）9,900円 定時制（月額）2,700円 通信制（１単位）190円 

エ 運動部活動（全国・東北大会レベルの活動） 

サッカー部：29 回の全国高校選手権出場を誇る。平成 17 年度全国サ 

ッカー選手権で準決勝進出、県勢初の国立競技場のピッチに立つ。 

令和 2 年度全国高校選手権大会出場。県新人大会優勝 

陸上競技部：平成 30 年度から 3 年連続東北大会出場 

令和元年度、東北大会出場 男子 200m、男子 400m(5 位)、 

男子 800m、男子 400mH、女子やり投げ。インターハイ男子 

400m 出場。国体男子 400m 出場 

令和 2 年度 東北新人大会 2 位 女子やり投げ 

   弓道部：令和元年度東北総体(ミニ国)少年女子団体優勝、遠的競技優勝   

令和元年度茨城国体少年女子近的競技 8 位入賞 

令和元年度東北高校弓道選抜大会女子個人 5 位 

令和 2 年度岩手県高等学校弓道通信錬成大会 

   剣道部：令和 2 年度県新人大会女子団体 3 位 

オ 文化部活動（全国・東北大会レベルの活動） 

邦楽部（筝曲）：平成 17 年・21 年・23 年・27 年全国高校総合文化祭出場 

吹奏楽部：平成 19～25 年度吹奏楽コンクール東北大会 7 年連続出場   

東日本大会県内高等学校の部初出場 

 

 


